
件名 令和 3年度 第 2回 

福井市障がい者自立支援協議会 就労支援部会  報告書 

日時 令和 3年 12月 2日（木） 14:00 ～  会場 福井市きらら館 会議室 3・4 

報 告  

協議事項 

（１）就労支援ガイドブックの更新について 資料１ 

（２）連絡会意見交換会・各ネットワークミーティング結果報告 資料２ 

（３）その他 

協議結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 就労支援ガイドブックの更新について・・・資料１参照 

 ・資料に基づいて説明・・・最終版（年度内にアップする） 

【意見】 

・ＨＰを閲覧するときに見づらく使用しづらい。改良の検討をお願いしたい。 

・ＱＲコードによるＰＲを検討してはどうか。 

・就労支援ガイドブックについて周知はどうするのか。 

⇒・市ＨＰについては市内部で検討。 

  ・就労支援ガイドブックについては、イベントの開催時にＰＲを行う。また、学校に対

してはガイドブックやＨＰの案内を送付し、周知予定。 

 

（２）連絡会意見交換会・各ネットワークミーティング結果報告・・・資料２参照 

 ・資料に基づいて説明 

  Ⅰ、相談支援事業者連絡会の報告 

  Ⅱ、就労支援ネットワークミーティング（移行）報告 

  Ⅲ、就労支援ネットワークミーティング（A型）報告 

  Ⅳ、就労支援ネットワークミーティング（B型）報告 

 

⇒・就労部会としては、来年度もネットワークミーティングを引き続き開催していきた

い。予算の確保も視野に入れて考えていく。 

 

（３）その他 

【意見等】 

・福井市としての障がい者雇用の状況はどうなっているか？市で雇用出来ていないにもかか

わらず、一般企業に雇用して欲しいというのは問題がある。自分たちで率先して取り組む

べきである。 

⇒・現在の雇用状況は後日職員課に確認する。 

・来年の就労部会の部員構成について、Ｂ型の事業所が多いため事業所の数に合わせ構成し

てはどうか？参加委員の発言について、出しやすい方法を考えていったほうが良い。ま

た、この部会での結論が反映されているのかの報告がないので、報告が欲しい。 

⇒・構成メンバーについては、来年度で満期のため、再来年に向けて構成メンバーを考え

ていく。 

・結論等の反映については、次回より会議の最初に前回の結果の反映の是非を報告して



いく方向で考えていく。 

・就労移行支援事業所のネットワークミーティングで就労アセスメントのとらえ方について

統一していきたいという話があったが、今どのような状況か。 

⇒・今後の検討課題ではある。現段階では都度障がい福祉課へ相談して欲しい。 

  ・実習日程調整のアンケート調査の時に質問事項にまとめていくようにする。 

・合同面接会の状況について教えて欲しい。通常の活動と比較してどうか。 

⇒・１０月の日替わりの面接会について、極端ではないが効果は出ており、企業に対して

障がい者雇用の意識付けになっている。今回日替わりで数回に分けた為、窓口業務が

手薄になり負担が掛かった。しかし、面接時に職員が同席しやすく、対応がスムーズ

になった。 

・今回の合同面接会は大きい会場で行うより、わかりやすく良かった。きちんと見てもら

え、つながりやすく感じた。 

・以前、参加した時に会社説明を多くの方々に行ったが、その後の問い合わせがほとんどな

い。参加者のその後の把握はできているのか？ 

 ⇒・窓口に来ない限り対応はしていない。 

・大勢との面接だと冷やかしも多くなってしまい参加企業は疲れてしまうが、軽い気分で行

けないのもよくない。採用を希望している人も、将来を見据えて一度見てみようという人

も行けるようなものがあるといい。 

 

次回 令和 4年 2月頃 ＷＥＢ参加も検討していく 

 


